
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3 月 15日（水）、東京・イイノカンファレンスセンターにて、第 12回ハロン管理委員会が

開催されました。 

 ハロン管理委員会は、通知「ハロンの回収、再利用等の促進に係る調査について」（平成 5

年 7 月 22 日付け消防予第 215 号・消防危第 56 号）の中に、その位置付けや業務内容が記載

されています。第 1 回ハロン管理委員会は平成 6年 1月 21日に開催され、ハロンバンク推進

協議会のときに 12回開かれました。消防環境ネットワーク設立後は、平成 18年 3月 17日に

第 1回が開催され、今回 12 回目を迎えています。 

第 12 回ハロン管理委員会の主な報告事項や審議事項は次のとおりです。 

● 報告事項 

・ハロンデータベースの構築状況 

・ハロン消火剤の備蓄等在庫量調査報告（平成 27 年度） 

・放出後処置報告書集計結果報告（平成 27年度） 

・「ハロン消火剤と予防行政に関する研修会 2016」報告 

・平成 28年度の収支状況（予測） 

● 審議事項 

・平成 29年度の調査研究事業 

 

 

 

5 月 24 日（水）、東京・イイノカンファレンスセンターにて、第 17 回理事会及び第 12 回

通常総会が開催され、次のような議案審議を行いすべて原案どおり承認されました。 

● 理事会（第 17回） 

第１号議案 平成 28年度事業報告書の承認の件 

第 2号議案 平成 28年度活動計算書の承認の件 

第 3号議案 平成 29年度事業計画書（案）の承認の件 

第 4号議案 平成 29年度活動予算書（案）の承認の件 

● 通常総会（第 12 回） 

第１号議案 平成 28年度事業報告書の承認の件 

第 2号議案 平成 28年度活動計算書の承認の件 

第 3号議案 平成 29度事業計画書（案）の承認の件 

第 4号議案 平成 29度活動予算書（案）の承認の件 
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1. ハロン管理委員会（第 12 回） 

 

2. 平成 29 年度 理事会及び通常総会 

 

 

 



 

 

平成 28年度（平成 28年 4月～平成 29年 3月）のハロン供給及び回収実績、ガス系消火剤

の登録状況（ハロンを除く）は、次のとおりです。 

● ハロン供給及び回収実績 

供給ガス 273件、 約 192.7㌧ （平成 27年度 208件、 約 202.3 ㌧） 

回収ガス 494件、 約 175.7㌧ （平成 27年度 438件、 約 171.1 ㌧） 

「供給ガス」は、設置ガスと補充ガスの合計です。また、平成 29年 3月 31日現在、 

ハロン 1301の登録件数は約 45,000件、消火剤量は約 16,304㌧です。 

● ガス系消火剤の登録状況（ハロンを除く） 

二酸化炭素 
150件、 約 195.5㌧ 

（平成 27年度 179 件、約 307.1㌧） 

窒素、IG-55、IG-541 
321件、 約 214.1千㎥ 

（平成 27年度 311 件、約 256.7千㎥） 

HFC-23、HFC-227ea、FK-5-1-12 
100件、 約 32.6 ㌧ 

（平成 27年度 185 件、約 70.2㌧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事会の開催日及び主な議題は次のとおりです。幹事会は、事務局を管理し、定款第 5 条

に規定された事業を営むための組織とされています。 

● 開催日 

第 69 回 2月 15 日、 第 70 回 4月 26 日、 第 71 回 6月 14 日 

● 主な議題 

・平成 28年 12 月～平成 29年 5月のハロン回収量及び供給量の実績報告 

・平成 28年 12 月～平成 29年 5月のガス系消火剤（ハロンを除く）の登録状況報告 

・平成 28年 12 月～平成 29年 5月の会計状況報告 

・WEBサイトリニューアル WGの活動報告 

・「ハロン消火剤と予防行政に関する研修会 2016」の報告 

・ハロン消火剤の放出後処置報告書集計結果報告（平成 28年度） 

≪ワンポイントプラス≫ 

3. ハロン消火剤及びハロンを除くガス系消火剤の登録状況 

 

 

4. 幹事会 

 

 

 

 

 
承認 

 
 

ハロゲン化物消火

設備・機器の 
着工届 

ハロゲン化物消火設備・機器

の着工届出の際に、「設置ガ

ス・補充ガス供給申請書」の

承認印欄にハロン管理委員

会が承認した旨の押印をし

たものの写しを添付する。 

通知「ハロンバンクの運用等につ

いて」（平成 6年 2月 10日付け消

防予第 32号消防危第 9号）より 



 

 

 ハロン技術選択委員会(HTOC : Halons Technical Options Committee)の韓国会議が開催さ

れ、日本からは消防環境ネットワークのHTOC委員が出席しました。その概要は次のとおりです。  

 

● 開催日程 

平成29年4月5日(水)～7日(金) 

● 開催場所 

韓国・ソウル（ラマダホテル南大門） 

● 主な議題 

  ハロン技術選択委員会（HTOC）韓国会議の 

主な議題は次のとおりです。 

 

・「2018年版HTOC評価報告書」及び「2017年版HTOC進捗報告書」の報告内容の審議 

「HTOC評価報告書」は4年ごと、「HTOC進捗報告書」は毎年発行しており、HTOCがハロン

及びハロン代替消火剤に関する国際情勢を国連環境計画（UNEP）に報告するためのもの

です。 

・モントリオール議定書締約国会合（第28回）の決議事項への対応内容の審議 

フロンの代替として開発され、オゾン層破壊係数が「0」のHFCですが、地球温暖化対策 

の観点から議定書において規制する決議が採択されました。地球温暖化係数が低く、普

及すると予想される代替HFCの評価項目について、検討が行われました。 

・HTOC構成委員の検討 

退任する委員とその後任について、検討が行われました。 

・HTOC会議開催地の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度に開催されるモントリオール議定書関連の国際会議は、次のとおりです。 

● モントリオール議定書第 39 回締約国公開作業部会（OEWG39） 

    日 程：平成 29年 7月 11 日～14 日 

     開催地：タイ・バンコク 

● モントリオール議定書第 29 回締約国会合（MOP29） 

     日 程：平成 29年 11月 20 日～24 日 

     開催地：カナダ・モントリオール 

● 2018 年 HTOC 会議 

     日 程：平成 30年 3月 

     開催地：ブラジル・サンパウロ（予定） 

6.  モントリオール議定書関連の国際会議（予定） 

 

 

 

 

5. ハロン技術選択委員会（HTOC）・韓国会議 

 

 

 

 

HTOCは、国連の環境専門機関「国連環境計画（UNEP ： United Nations Environment 

Programme）」の下部組織であり、「オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書」

採択の2年後の1989年にその前身が活動を開始して以来、ハロン消火剤（ハロン1301、1211、

2402の3種類）及びハロン代替消火剤、消火技術に関する技術的・経済的な調査、勧告、評

価等を行っている委員会です。 

 

 



  

 

  　 　

国連安全保障理事会 国連経済社会理事会 国連信託統治理事会 国連事務局 国際司法裁判所

　

 など 「計画」,「基金」,
「補助機関」など

弁務官事務所

オゾン層の保護のためのウィーン条約  1985年(昭和60年)3月採択
(ｵｿﾞﾝ層保護を目的とする国際協力のための基本的枠組み） （日本は1988年9月加入）

Montreal Protocol on Substances that Deplete the Ozone Layer
オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書  1987年(昭和62年) 9月採択

(ｳｨｰﾝ条約の下、ｵｿﾞﾝ層を破壊する恐れのある物質を特定し、当該物質の生産･消費及び貿易 （日本は1988年9月受諾）

 を規制して人の健康及び環境を保護）

（政府間決議体）
  決議案等を検討し決議するための

　 ○第１部  Preparatory Segment   総会準備会   政府間決議の場

　 ○第２部  High-level Segment  ハイレベル協議会

（政府間協議体）

  締約国会合に提出される決議案等を検討するための

  政府間協議の場

Technical Options Committees 技術選択委員会 (専門家会議)（５分野）

Halons Technical Options Committee (HTOC：ハロン技術選択委員会)
対象物質：防火用ハロン1301, 1211, 2402 および ハロン代替消火剤

Medical and Chemicals TOC (MCTOC)

 及び主に溶剤/洗浄剤/原料として使用されるﾌﾛﾝ類（CTC:四塩化炭素）

Methyl Bromide TOC (MBTOC)

 

環境省 経済産業省 農林水産省
地球環境局 製造産業局 消費･安全局 国際協力局
地球温暖化対策課 化学物質管理課 植物防疫課 地球環境課
フロン対策室 検疫対策室

6主要機関

モントリオール議定書締約国会合（総会）

Open-Ended Working Group (OEWG）

Vienna Convention for the Protection of the Ozone Layer

(SAP)

United Nations Environment Programme (UNEP)

UNSCUNGA

国連開発計画

ECOSOC UNTC

国連難民高等

対象物質：冷凍ｼｽﾃﾑ/ｴｱｺﾝ等の各種冷媒用ｶﾞｽとして使用されるﾌﾛﾝ類

UNDP

ハロンおよびハロン代替消火剤に関する技術的･経済的な調査･勧告･評価等を行う。
具体的には、ハロンの現況把握、ハロン代替消火剤･消火技術の開発状況の把握、ハロン
代替技術の検討、締約国からの要求事項（決議）への対応、HTOCの活動結果の定期的報
告(毎年／４年毎)、必要不可欠用途特例生産申請に関する評価･勧告などを行う。

国連総会

            モントリオール議定書締約国会合関連の組織図

UNHCR

(EEAP)

Assessment Panels 評価委員会（３分野）

UNS ICJ

The Meeting of the Parties to the Montreal Protocol (MOP)

Scientific A.P.

締約国
〔世界 197か国･地域

(EU含む) 〕

医療・
化学物質

対象物質：定量噴霧吸入喘息薬の噴射用ｶﾞｽとして使用されるﾌﾛﾝ類（CFC MDI）

Refrigeration, Air Conditioning and Heat Pumps TOC (RTOC)

科学評価委員会

(環境問題に関する諸活動を調整する国連総会補助機関の一つ）

環境影響評価委員会
　　　        (TEAP)

   技術・経済評価委員会

国連環境計画    1972年(昭和47年)設立

ハロン

Flexible and Rigid Foams TOC (FTOC)

ｵｿﾞﾝ層保護等推進室

特定非営利活動法人 

United Nations (UN)
国際連合（国連）

総務省
消防庁

UNICEF

外務省

 海外のハロンバンク

(日本政府団長)

臭化メチル

予防課

　

対象物質：土壌燻蒸(消毒)／食物検疫用として使用（Methyl Bromide）

消防環境ネットワーク

国連児童基金

 
    

モントリオール議定書締約国公開作業部会

対象物質：ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ等の発泡用ｶﾞｽとして使用されるﾌﾛﾝ類

Environmental Effects A.P.

発　泡

冷凍・冷蔵
　・空調

 Technology and Economic A.P.

 

● 消防環境ネットワークは、ホームページを更新しました。（平成 29年 4月 1 日） 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 


